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研究題目 ： 富山県の大気中におけるレジオネラ属菌の検出法の開発 

 

研究概要 

富山県の大気中におけるバイオエアロゾル（細菌，真菌，花粉などの生物粒子）の動態を分子生物学

的手法を用いて研究してきた。これまでに，富山大学屋上の大気中の細菌群集は，季節変化しているこ

となどが明らかとなった。さらに，バイオエアロゾルの粒径別組成（微生物の種組成）については研究

が十分行われてきていないので取り組むこととした。そのような研究を京都大学の藤吉先生，富山県衛

生研究所の綿引元部長他との共同研究で進めている中で，粒径別大気サンプリングと次世代シークエン

スによる網羅的メタゲノム解析を組み合わせることで，富山県の大気からレジオネラ（Legionella）属

菌を検出できた。大気試料からレジオネラ属菌を検出したのは，我々が知る限りでは世界で初めてであ

る。レジオネラ属菌は，致死率が高いレジオネラ肺炎などを引き起こすが，富山県では本菌による罹患

率が全国 1，2 位なのでその原因解明が急務となっている。本研究では，富山県の大気中におけるレジ

オネラ属菌汚染の程度や，本菌の発生源等に関して知見を得ることを目的とした。 

 

成果要約 

大気試料は，富山大学理学部の屋上と横浜市の企業の屋上にて，アンダーセンサンプラーを用いた 9

段階の分級捕集（分級範囲：0.43～11.0µm）と，PM2.5 サンプリング装置を用いた粗大粒子（SPM-PM2.5）

と微小粒子（PM2.5）の捕集を行った。また，富山大学理学部屋上，立山浄土山山頂付近，埼玉県環境科

学国際センター，韓国済州島で孔径 0.2µｍのメンブレンフィルターを用いて濾過捕集した試料を用い

た。これらの大気試料を捕集したフィルターから DNAを抽出し，次世代シークエンサーを用いて細菌叢

解析を行った。その結果，アンダーセンサンプラーを用いて細かく分級して捕集を行った大気試料では

比較的高頻度（16.7％）にレジオネラ属菌が検出されるが，濾過捕集等で大気をサンプリングしてもレ

ジオネラ属菌はほとんど検出されないことが分かった。各試料中の細菌叢においてレジオネラ属菌が

占める割合は 0～1.23％であった。また，本研究で検出されたレジオネラ属菌の塩基配列において，国

内の冷却塔水から非培養法で検出されたレジオネラ属菌と最も高い相同性を示すものが複数見つかっ

たので，これらの菌が国内の冷却塔に広く生息していて大気から検出された可能性が考えられた。ほと

んどのレジオネラ属菌は潜在的に病原性があると考えられているので，注意が必要である。大気中細菌

の内で僅か 0.1％程度含まれるレジオネラ属菌を検出できることが分かったので，大気を介してヒト，

家畜，農作物に感染する他の病原体についても今後解析が可能となることが期待される。 
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